
第２９９回 令和８年９月２８日（月） 

「夜間定時制の思い出」 

 

  海が近い夜間定時制に２年間務めたことがあります。お昼前に学校に着いて、終わるのは１０

時でした。私は夜が苦手で朝早起きの体質なので、時間的にはしんどかったのですが、楽しかっ

たこともたくさんありました。 

 

  午前中、仕事を休まなくても銀行や買い物に行けることは得した気分がしました。かわりに帰

り電車でにぎやかな街に降り立つと、すっかりシャッターが閉まって閑散としているのですが、

私は夜飲みに行ったり、テレビドラマを見たりする習慣がないのでそれほど苦には感じませんで

した。 

 

  行きも帰りも電車はガラガラの時間帯です。帰りは急行が無くなることは少し不便でしたが、

連絡が良く、あまり駅で待つこともありませんでした。ここは交通の便の良い学校で助かりまし

た。 

 

  海が近いので夜に学校のテラスにいると時折潮の匂いがしました。昼は猛暑でも夜は多少マシ

になります。日によっては海岸の花火も見えました。ほとんどの生徒は５時ごろ登校してくるの

ですが、夏は明るい校舎でお出迎えできるのですが冬は始めから日が暮れています。寒さもあっ

て大変そうでした。 

 

  授業は１クラスで多くても４人程度です。どの生徒も覚えてしまいます。生徒の中には子育て

を終えたお母さんや、７０歳を超えた男性もいました。男性は紛争が起きている海外から難民と

して日本にわたってきた方で、熱心に日本語を勉強していました。若いころの経験を聞くと私た

ちには想像もできないような過酷な生活を送られていました。今は学校が楽しくて仕方がないと

言って、ほとんどお休みすることはなかったと記憶しています。 

 

  定時制は外国につながる生徒がとても多いのですが、日本語検定に受かることが今後の生活に

直結するので本当に熱心に勉強をしていました。支えてくれるＮＰＯの方や日本語の教員のみな

さんが真摯に支援してくださったのを覚えています。 

 

  夜間定時制に勤務しなければ一生わからなかったことがたくさんあります。経済面や環境など

自分の力だけではどうしようもないことに苦しんでいる人がたくさんいることがわかります。私

一人で何ができるわけではないのですが、夜間定時制を心地の良い空間にすることが大事だと思

っていました。 

夜、虫の声を聞きながら授業を見る経験は私にとってとても良い思い出です。 


